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 国営緊急農地再編整備事業「岩見沢北村地区」では、令和５年度に創設されたＩＣＴ導入実

証事業にいち早く申請し、３次元データを活用した設計から施工、営農、維持管理までの一体

的な農地整備を目指して各種実証を行っている。本報では、今年度の中間とりまとめに向けた

成果及び今後の実証の展望について報告する。 
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１．はじめに 

  
（１）建設業の現状 

少子高齢化が急速に進行する我が国では、建設業界で

も労働力不足が懸念されており、労働力不足を補完する

労働生産性の向上が求められている。これを踏まえ、国

土交通省では、建設事業で取扱う情報をデジタル化し、

建設生産プロセス全体の効率化を図るＢＩＭ/ＣＩＭの

取組等を推進してきた。また、経済財政運営と改革の基

本方針2025（骨太方針2025） 1)においても、「i-

Construction2.0を推進し、建設現場の自動化・省人化を

進める」とされており、建設業全体で取組を更に推進し

ていくことが必要である。 

 

（２）農業農村整備事業におけるＩＣＴ導入 

令和６年に改正された食料・農業・農村基本法及び令

和７年に閣議決定された食料・農業・農村基本計画では、

食料安全保障の確保等を念頭に、令和７年度から令和11

年度の初動５年間の農業構造転換集中対策期間において、

農地の大区画化等の生産基盤強化等を推進するとされて

おり、農業農村整備に対する需要や期待が高まっている。

この状況下で、建設業の現状や政府方針等も踏まえ、農

業農村整備においても情報化施工及びＢＩＭ/ＣＩＭの

活用による生産性の向上に取り組んでいくことが急務で

ある。 

農林水産省は、国営土地改良事業等を対象とした各種

ガイドラインの策定等により、情報化施工技術の活用拡

大やＢＩＭ/ＣＩＭの活用推進に取り組んでいる。また、

農業農村整備におけるＩＣＴ等を活用した先端技術の適

用、設計・施工の有効性や維持管理手法等の評価、整備

手法の確立・体系化を行い、先端技術を活用した基盤整

備の推進を図るため、国営（緊急）農地再編整備事業の

実施地区を対象とした「先端技術導入実証事業」を令和

５年度から令和９年度の期間で実施している。 

 
（３）岩見沢北村地区 

国営緊急農地再編整備事業「岩見沢北村地区」は、岩

見沢市の石狩川及びその支川沿いに広がる水田地帯に位

置し、水稲を中心に、小麦や大豆、はくさい等の野菜を

組み合わせた農業経営が行われている。 
岩見沢市では、トラクタの自動操舵等のスマート農業

技術を活用した営農や産官学連携による農業のスマート

化に向けた研究の実施等の先進的な取組が行われており、

本地区でも地元関係機関との間で地域営農の実情やスマ

ート農業技術の現状、基盤整備の内容等について議論が

重ねられてきた。これらの議論を踏まえ、本地区では地

元で進むスマート農業の技術革新に対応可能な整備水準

を目指し、ほ場の大区画化や地下かんがいシステムの導

入、ターン農道の採用、用排水路の管渠化等の整備を実

施している。 
このような背景を踏まえ、本地区は令和５年から「先

端技術導入実証事業」のうち「ＩＣＴ導入実証事業」

（以下「実証事業」という。）に参画し、５か年で農業

農村整備における情報化施工及びＢＩＭ/ＣＩＭ活用の

実証を行うこととした。 
本報では、実証事業期間の半ばである令和７年度にお

ける取組状況として、これまでに得られた成果及び今後

の展望について報告する。 
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２．農業農村整備における情報化施工とＢＩＭ/Ｃ
ＩＭ 

 

（１）農業農村整備における情報化施工 

農業農村整備では、「情報化施工技術の活用ガイドラ

イン」（農林水産省）2)に基づいて情報化施工技術活用

工事に取り組み、①３次元起工測量、②３次元設計デー

タ作成、③ＩＣＴ建設機械による施工、④３次元出来形

管理等の施工管理、⑤３次元データの納品で構成される

施工プロセスの全て又は一部を受発注者間の協議の上で

実施することとなっている。 
本地区では、表１に示すように、令和５年度から令和

７年度までに施工した全工事（計23工事）で情報化施工

技術活用工事を実施している。また、全工事のうち、用

水路工事を除く区画整理工事（計17工事）における情報

化施工適用工種の内訳を表２に示す。 
表１ 情報化施工技術活用工事の実施状況 

 
表２ 区画整理工事における情報化施工実施工種の内訳 

 
 
（２）農業農村整備におけるＢＩＭ/ＣＩＭ 

ＢＩＭ/ＣＩＭは、対象物の形状情報（３次元モデ

ル）、属性情報（寸法、物性、数量等）、それらを補足

する参照資料を併せ持つ情報モデル（ＢＩＭ/ＣＩＭモ

デル）を構築し、設計、施工、維持管理からなる建設プ

ロセスの各段階で活用することで、生産性の更なる向上

を図るものである。 
農業農村整備におけるＢＩＭ/ＣＩＭの活用は、「国

営土地改良事業等におけるＢＩＭ/ＣＩＭ活用ガイドラ

イン（案）」（農林水産省）3)（以下「ＮＮガイドライ

ン」という。）により規定され、整備後の営農作業にＢ

ＩＭ/ＣＩＭモデルを活用することによるスマート農業

の実践等が期待されている。すなわち、農地の区画整理

工事において、設計から施工までのプロセスで得られた

ＢＩＭ/ＣＩＭモデルを維持管理段階に活用するだけで

なく、モデルに内包されるほ場や周辺構造物の詳細な座

標データ等を営農段階に適用し、自動走行農機やＵＡＶ

の走行経路設定等に活用するというものである。 
本地区の実証事業では、農業農村整備におけるＢＩＭ

/ＣＩＭ活用プロセスとして、①３次元測量・設計・施

工による基盤整備の実施手順の標準化、②営農及び維持

管理段階における工事成果の活用の２段階で検証を実施

している。 

３．３次元設計と情報化施工 
 

（１）３次元測量・設計・施工 

本地区では、区画整理設計等業務における３次元測

量・設計の実施と区画整理設計等業務で作成した３次元

設計データを用いた情報化施工の実施により、３次元測

量・設計・施工の整備実施手順の標準化に向けた実証を

行っている。 

初めに、３次元設計の試行として、令和５年度及び６

年度の区画整理設計等業務において３次元測量の実施及

び測量成果を利用した３次元設計データの作成を行い、

従来設計手法との比較や施工段階における３次元設計デ

ータ活用に向けた課題検討を行った。さらに、過去２年

の試行で生じた課題を踏まえ、令和７年度の区画整理設

計等業務では、施工段階における活用に資する３次元設

計の実現に向けた試行を実施している。また、令和８年

度には３次元設計成果を使用した工事を実施し、施工段

階における３次元設計データ活用の課題検討を行う予定

である。 

 

（２）３次元設計の試行 

a）３次元設計業務 

令和５年度の豊正15・16区区画整理設計等業務及び令

和６年度の豊正48区区画整理設計等業務において、以下

の６つの作業により３次元設計に取り組み、従来設計手

法との比較及び課題検討を行った。 

①３次元点群データ取得によるサーフェスモデル作成 

②３次元ソフトウェアを用いた土量計算 

③３次元ＣＡＤによる３次元設計データ作成 

④①と③の重ね合わせによる現況と設計の整合性や構

造物間の取り合い等の確認 

⑤地元説明用３次元モデルの作成 

⑥①と③の統合モデルの作成 

b）従来設計手法との比較 

両設計業務では、初めにＵＡＶ空中写真測量により地

形サーフェスモデルを作成した。従来手法ではＧＮＳＳ

を用いた路線測量による横断図の作成が必要であり、測

量に日数を要していたが、３次元測量では路線測量が不

要となり、測量から横断図の作成までの工程において約

４割の日数削減が実現された（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 測量作業時間の比較 

 

①
３次元
起工測量

②
３次元設計
データ作成

③
ＩＣＴ建設機械
による施工

④
３次元出来形管理等

の施工管理

⑤
３次元データ
の納品

R５ 6 6 6 3 3
R６ 6 6 6 6 6
R７ 11 11 11 8 8
計 23 23 23 17 17

（工事件数）

整地工 暗渠排水工 農道工 畦畔工
用水路工
（管水路）

排水路工
（管水路）

排水路工
（開水路）

R５ 1 - 3 - 4 4 3
R６ 4 - 4 - 5 4 4
R７ 6 2 5 2 - 7 4
計 11 2 12 2 9 15 11

（工事件数）
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地形サーフェスモデルの作成に続いて、３次元ソフト

ウェアの数量算出機能を用いた計画田面高の算出を行っ

た（図２）。これにより、ほ場の造成・整地に係る土量

計算を行うことができる。従来の荷重平均法による算出

結果と比較すると、誤差はいずれも１cm以内に収まって

おり、３次元土量計算による計画田面高の算出は従来手

法と同等の精度があると考えられる（表３、表４）。さ

らに、一連の計算過程における作業の簡素化や連続性の

向上により、約３割（35分/ha→25分/ha）の省力化が実

現されたことが報告された。 

次に、３次元ＣＡＤにより区画形状・畦畔・用排水

路・農道等の土工に関する３次元設計データを作成し、

地形サーフェスモデルと重ね合わせることで、現況地形

と設計形状との整合性、構造物間の取り合い、周辺家屋

との干渉の有無等を確認した（図３）。これにより、従

来手法では複数の図面を用いて支障物等の位置関係を比

較し縦断線形を決定していたのに対して、１つの３次元

モデル上で干渉チェックを行うことが可能となり、縦断

線形の決定が容易かつ迅速になった等の効果が報告され

た。 

 

図２ ＢＩＭ/ＣＩＭモデルによる計画田面高の算出イメー

ジ 

表３ 従来手法と３次元手法の計画高の比較（豊正15・16区） 

 

表４ 従来手法と３次元手法の計画高の比較（豊正48区） 

 

 

図３ 構造物モデル（現況地物の家屋等） 

 

区画整理設計の地元説明会では、３次元設計データを

基に作成した３Ｄアニメーション等の３次元モデルを使

用した。３次元モデルによって、区画整理後の営農シミ

ュレーションや宅地とほ場との高低差等の可視化がなさ

れ、受益者とイメージを共有しながら説明会を進められ

たことで、効率的な合意形成に繋がったと考えられる。

実際に、出席した受益者に聞き取りを行ったところ、

「以前の平面図だけの説明では十分理解しきれないとこ

ろがあったが、３次元モデルであれば土木の知識がなく

とも現地のイメージがしやすかった。」、「高低差や距

離がすぐに分かり、とても便利だと思った。」といった

声が挙がり、全ての参加者から「今後も継続することを

希望する。」との回答が得られた。 

地元説明会で挙がった受益者要望等を設計へ反映させ

た後、地形サーフェスモデルと３次元設計データの統合

モデルを作成した。統合モデルとは、「地形モデル（広

域含む）、地質、土質モデル、線形モデル、土工形状モ

デル、構造物モデル等のそれぞれのＢＩＭ/ＣＩＭモデ

ルを組み合わせ、作成用途に応じてＢＩＭ/ＣＩＭモデ

ル全体を把握出来るようにしたモデル」（ＮＮガイドラ

イン, p.19）であり、これを施工段階、営農・維持管理

段階へと引き継ぎ、各段階における生産性向上に繋げて

いくことが農業農村整備におけるＢＩＭ/ＣＩＭ活用で

期待されている。 

以上の一連の３次元設計の試行を通して、３次元測量

による測量作業の迅速化とそれに伴う業務工程前倒しの

実現、３次元土量計算等の設計作業の高度化・効率化、

３次元モデルの可視化効果による関係者の理解促進及び

合意形成の効率化等の成果が報告され、３次元設計の利

点が示された。 

c）課題検討 

一方で、３次元設計データの施工段階における活用に

ついては、様々な課題が報告された。 

第一に、設計段階と施工段階では、必要とされる３次

元設計データの精度やデータの作成手法等が異なる点で

ある。設計段階では精度の高いモデル作成が求められる

のに対し、施工段階ではＩＣＴ建機が動作する最小限の

精度のモデルがあれば十分である。また、土量計算や計

画高算出手法等のデータ作成手法にも設計段階と施工段

階で違いがあることが分かった。３次元設計データを施

工段階へ引き渡す際にはこれらのギャップを埋める必要

がある。 
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同様に、設計段階と施工段階で使用される３次元設計

ソフトの違いも問題となる。３次元モデル作成等の統合

モデルの作成に有利な国際フォーマットであるＩＦＣデ

ータはＩＣＴ建機には搭載できず、ＩＣＴ建機における

利用に実績のあるＬａｎｄＸＭＬデータへと変換する際

にデータの欠落が生じるなど、設計段階から施工段階へ

の３次元設計データの互換性が十分に確立されていない

状況である。 

他にも、３次元設計の取組事例や標準となる３次元モ

デルが少ない点や３次元設計に精通した技術者が不足し

ている点など、３次元設計の試行を今後も積み重ねてい

く必要性が示された。 

 

（３）施工段階での活用に資する３次元設計 

a）中小屋16区区画整理設計等業務 

今年度の中小屋16区区画整理設計等業務では、過年度

の課題を踏まえ、施工段階での活用に資する３次元設計

の実現に向けた試行を実施している。本業務では、昨年

度工事で施工業者が情報化施工のために作成した３次元

設計データの分析や過去２年の３次元設計の試行で明ら

かとなった課題の整理・検証を行った上で、施工段階に

おける活用に向けた設計方針を検討し、３次元設計を実

施した。 

第一に、施工段階で実際に使用された３次元設計デー

タの内容を確認した結果、工種ごとに最適な３次元設計

データの詳細度が異なること、工種・路線別で２次元Ｃ

ＡＤレイヤーによる施工が行われており、３次元設計の

統合モデルだけでは情報化施工の運用が難しいことが判

明した。 

第二に、過年度の３次元設計の試行で確認された様々

な課題に対して、３次元設計で作成する統合モデルと施

工段階で必要となる工種・路線別の分割データとの不整

合といった、施工段階における３次元設計データの活用

性能に直結する課題に着目し、改善策の検討を進めた。 

b）設計方針 

以上を踏まえ、設計段階と施工段階の双方で使いやす

い３次元設計データを作成するため、以下の２点の方針

に基づき設計を行った。 

第一に、統合モデルと分割データを併用した３次元設

計データの作成である。全体構造や盛土・切土量の総括

等により設計者及び発注者が設計の全体像を確認するた

めに必要な統合モデルと、ＩＣＴ建機の運用や施工管理

において不可欠であることが判明した工種・路線別の分

割データの双方を含む３次元設計データを作成する。こ

れにより、設計から施工までの一連のプロセスで活用で

きる設計データとなることが期待される。 

第二に、ＩＦＣデータとＪ-ＬａｎｄＸＭＬデータの

併用である。設計段階での活用に有利なＩＦＣデータ

と、施工現場での活用に有利なＪ-ＬａｎｄＸＭＬデー

タを併用することにより、３次元設計データの活用範囲

及び施工効率を最大化させることが期待される。 

e）期待される効果・成果 

以上の方針に基づく３次元設計により、以下の４点の

効果が期待されている。 

①過年度の課題を踏まえた設計による３次元モデルの

精度・属性管理の向上 

②発注者等との設計意図の共有の円滑化 

③施工業者が利用しやすい３次元設計データの提供に

よる情報化施工の効率向上及び手戻りの減少 

④ＩＦＣとＪ-ＬａｎｄＸＭＬの併用による設計・施

工・管理で途切れないデータ連係体系の構築 

f）今後の課題 

本設計業務で３次元設計データの精度向上と施工段階

における活用に向けた改善が期待される一方で、今後の

ＢＩＭ/ＣＩＭ活用推進に向けた課題も以下のとおり挙

げられる。 

①詳細度の向上や属性付与が進むとモデル作成に要す

る作業負荷が増大し、データ容量や作業日数の増

大を招く。 

②属性情報の標準化が未整備であり営農・維持管理段

階における活用に課題が残る。 

③初期投資や技術習得に係るコストが必要である。 

 

表５ ＩＦＣとＪ-ＬａｎｄＸＭＬの違い（参考） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．出来形測量成果を利用したトラクタ自動走行

試験 

 

（１）概要 

今年度、本地区では営農・維持管理段階における情報

化施工工事成果の活用に向けた実証として、出来形空中

写真測量データを利用した自動操舵トラクタの走行試験

を実施した。本章では、その結果について紹介する。 
測量では、ＵＡＶで撮影した空中写真を用いて、対象

範囲の地形や地物の３次元座標値を取得する３次元測量

の実施が推進されている。ＵＡＶ撮影による空中写真は、

従来の人工衛星から撮影する画像と比較して解像度が高

く、基準点測量による検証が行われることから水平位置

精度もより高いものとなる。そのため、ＵＡＶ空中写真

測量成果は、建設プロセスのあらゆる場面で活用できる
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と期待される。 
農業農村整備では、「自動運転利用等に資する農地基

盤整備データ作成ガイドライン（案）」（農林水産省）
4)（以下「自動運転利用ガイドライン」とする。）にお

いて、ロボットトラクタ等の走行への活用を念頭に、出

来形測量の測定精度を±５cm以内と規定している。営農

段階では、トラクタ等の「搭乗状態での自動化」である

レベル１の自動走行として、走行基準線（以下「ＡＢラ

イン」という。）に従った自動走行が可能となっている。

一方で、ＡＢラインは作業者自身がほ場を一度運転して

作成する手法が主となっており、ＡＢライン作成に係る

手間が存在する。そこで、区画整理工事実施後のほ場の

３次元出来形測量データを用いてＡＢラインを作成し、

自動操舵トラクタに搭載することができれば、ＡＢライ

ン設定に係る省力化の実現や設計・施工の過程で付与さ

れた属性データの営農段階における活用に繋がると考え

られる。 
本試験では、令和６年度施工済みほ場の豊正24区を対

象に、情報化施工成果として施工業者から提出された３

次元出来形測量データを用いて作成したＡＢラインによ

るトラクタの自動走行試験を実施した。 
 

（２）方法 

a）出来形空中写真のオルソ画像処理とＡＢライン作成 

初めに、豊正24区の出来形空中写真を解像度５cm/px

及び２cm/pxでオルソ画像処理し、下記の手順により、

各解像度のオルソ画像を用いてＧＩＳ上で２点（Ａ点及

びＢ点）を設定し、ＡＢラインを作成した（図４）。 

ＡＢ点は、オルソ画像上で目印となる地物を定めて設

定した。初めに、２cm/pxオルソ画像上で目標となる地

物をほ場縁（畦畔）に定め、その地物からほ場縁と垂直

方向に２ｍ離れた地点にＡ点2cmpxを設定した。次に、Ａ

点２cmpxの地物からほ場縁をおよそ20ｍ進んだ地点の地物

に刺針し、Ａ点2cmpxと同様に２ｍ離れた位置にＢ点2cmpxを

設定した。Ａ点5cmpx及びＢ点5cmpxは、Ａ点2cmpx及びＢ点2cmpxで

それぞれ刺針した地物を５cm/pxオルソ画像上で目視判

別して刺針し、同様の手順でほ場縁から２ｍ離れた位置

に設定した。最後に、各解像度で設定したＡＢ点を含む

データをトラクタのガイダンスに取り込み、ＡＢライン

を作成した。 

以上の手順において、解像度の違いによってＧＩＳ上

の座標値に差異が生じるため、本試験では、その差異を

ＡＢ点2cmpxを基準に計測し、出来形測量成果の解像度の

違いによるＡＢラインの精度差について考察した。 

 
図４ 解像度別のＡＢ点設定イメージ 

b）自動操舵トラクタ走行軌跡の検証 

各解像度で作成したＡＢラインを基に、ガイダンスを

用いて自動操舵トラクタの現地走行を実施し、トラクタ

の走行軌跡を作業機幅の重心位置により同定した。各解

像度で、走行軌跡とＡＢラインをＧＩＳ上に表示し両者

の誤差を計測することにより、工事成果を活用した自動

操舵トラクタ走行の確認を行った。 

 

（４）結果と考察 

a）ＡＢラインの設定と基準ＡＢ点の設置 

ＡＢ点2cmpxとＡＢ点5cmpxのＧＩＳ上の座標値の差異を図

５及び表６に示す。２cm/pxオルソ画像から設定したＡ

Ｂ点と５cm/pxオルソ画像から設定したＡＢ点では、最

大約14cmの誤差が生じた。出来形空中写真測量成果をオ

ルソ画像処理し、地物を判別してＡＢ点を設定する一連

の過程で、解像度の違いによってＡＢ点の座標に誤差が

生じることが示された。 

この誤差は、各解像度のオルソ画像上でＡＢ点設定の

目印とした地物をどれだけ精度よく判別できたかによっ

て生じたものである。解像度が低いと地物の判別がより

困難になり、ＡＢ点の誤差がより大きくなることが予想

される。本試験では、特にＢ点において大きな誤差が生

じたが、これはＢ点で目印とした地物の５cm/pxオルソ

画像上での判別がより困難だったことを示している。 

 

図５ 解像度の違いによるＡＢ点のＧＩＳ上の位置差異 

表６ 解像度の違いによるＡＢ点のＧＩＳ上の位置差異 

 

垂直方向

平行方向
（２cm/px基準）

Ａ点 Ｂ点

13.872cm

3.898cm

0.004cm

0.038cm
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b）走行軌跡とＡＢラインの比較 

取得した各解像度におけるトラクタ走行軌跡とＡＢラ

インとの位置相違を複数の測点で確認した。その結果、

ＡＢライン2cmpxによる走行軌跡の位置相違は平均7.057cm、

ＡＢライン5cmpxによる走行軌跡の位置相違は平均13.542cm

となった（図６、表７）。また、走行軌跡全体の傾向を

見ると、概ねＡＢラインに沿った走行を20ｍの走行区間

で維持しており、出来形測量成果を利用してトラクタを

自動走行させる一連の作業は一定程度の精度で可能であ

るということが示された。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図６ 各解像度における走行軌跡とＡＢラインの誤差（cm） 
 

表７ 各解像度における走行軌跡とＡＢラインの誤差（cm） 

 
 

d）考察 

第一に、測量成果をオルソ画像処理し、地物を目視判

別してＡＢ点を設定する一連の作業で、出来形測量成果

の解像度の違いによってＡＢ点の座標に誤差が生じるこ

とが示された。これは、各解像度の地物の視認性の差に

よるもので、解像度が高いほどより精密なＡＢラインを

設定できると考えられる。また、本検証で使用した測量

成果には桝等の静的地物が含まれておらず、畦畔の植生

をＡＢライン設定の目印の地物としたが、座標が既知で

ある静的地物を目印にすることができれば、より精度高

くＡＢ点を設定できることが期待される。一方で、今後、

自動操舵トラクタの走行精度に対してオルソ画像の解像

度の違いが及ぼす影響や、実際の営農で求められる走行

精度に対してどの程度の解像度が求められるか等の検証

を実施していく必要があると考えられる。 

第二に、設定したＡＢラインと走行軌跡の比較から、

出来形測量成果を活用したトラクタの自動走行が一定程

度の精度をもって可能であるということが明らかとなっ

た。その一方で、ＲＴＫ方式による走行は５cm以内の誤

差となるのが一般的とされており、本試験で計測された

誤差はそれを超えるものとなった。これは、本試験がサ

ブソイラによる耕起後のほ場条件で実施したことによる

ものであると考えられる。すなわち、ほ場の凹凸やぬか

るみによってスリップが発生し、トラクタ上部に搭載し

たＧＮＳＳアンテナが大きく左右に振られたことにより、

通常よりも大きな誤差が生じたと考えられる。また、Ａ

Ｂライン2cmpxとＡＢライン5cmpxとの間で誤差に８cm程度の

差が生じているが、これは解像度の違いに起因するもの

ではなく、走行試験の繰り返しによるほ場状態の悪化に

起因するものと考えられる。 

 

５．おわりに 

  
 ５年間の実証事業期間の半ばである今年度までの取組

によって、３次元設計では一定の生産性向上の効果が示

された。また、過去２年の試行で明らかになった課題等

を踏まえ、施工段階における活用に資する３次元設計の

試行を行っており、その効果や更なる課題が明らかにな

ることが期待される。 
営農・維持管理段階における工事成果の活用では、工

事成果を搭載した自動操舵トラクタの走行試験を実施し、

自動操舵トラクタの走行、オルソ画像処理時の解像度に

伴って誤差が生じることが明らかになった。今後、レベ

ラーによるほ場均平作業に資する基準面マップ作成や有

機物含有量抽出による施肥マップの作成の検証も計画し

ており、建設プロセス全体でのＢＩＭ/ＣＩＭ活用に向

けた各種実証を今後も進めていく予定である。 
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測点１ 測点２ 測点３ 測点４ 測点５ 平均

2cm/px 3.317 0.346 15.558 7.109 8.954 7.057

5cm/px 18.836 30.386 1.511 3.435 - 13.542


